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1.はじめに 

建物被害と地盤の関係を調べるために最初に被害建物を抽出する必要があるが､空中写真より発見しやすいブ

ルーシートに着目して被害建物の抽出を行う。災害時、建物の主に屋根の損傷に対して、雨風を凌ぐ緊急の対処

としてブルーシートが用いられる。つまりブルーシートのあるところには建物被害があると推定できる。今回は

2007年 7月 16日に発生した新潟県中越沖地震の発生後に撮影され、国土地理院ホームページで公開された空中写

真1)を基に、ブルーシートに着目して建物の被害と地盤の関係の考察を行う。 

 

2．被害例 

(1)赤田町方 

図 1 明治 44 年測量の赤田町方付近の旧

地形図2)と被害家屋の分布1)

青印:ブルーシート家屋

 新潟県の中央部にある刈羽村赤田町方の住宅地にも多

くのブルーシートが見られる。旧地形図に照らし合わせ

てみると、建物付近には多くの等高線が密に通っている

ことがわかる（図 11）2））。丘陵地や傾斜地に建物を建て

るため、土地造成の際に切土部分と盛土部分ができる。

切土部分は安定した地盤といえる。それに対して盛土部

分は軟らかく、盛土部分と切土部分の境界部では前者が

後者と比べて上下水平変位が大きく、不同変位が地震時

に発生して建物被害が出ることが考えられる。 

(2)西山中央台 

 柏崎市の西山町

事務所（旧西山町

役場）の東側に位

置する、西山中央

台と呼ばれる住宅

地にブルーシート

がかけられた建物

が集中した一帯が

ある。西山中央台

は，元は団地造成

前の昭和 41年の地

形図(図 2

図 2 昭和 41 年測量西山中央台団地付

近の旧地形図3)と被害家屋1)

青印:ブルーシート家屋 

茶線:標高 30mの等高線

図 3 建物被害と地盤の関係 
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3))によると標高 50m 程度の丘陵状地形であることがわかる。その後宅地造成と国道 116 号線建設によ

り地形が改変され現在に至っている
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4)。ブルーシートと昭和 41年測量の旧地形図を比較してみると（図 21）3））、

ブルーシートのかけられた建物は、かつての丘陵地縁辺に沿って特に多く位置している。丘陵地の内側にブルー

シートは少なく外側に多い。被害のあった建物は旧地形図のほぼ 30mの等高線付近に位置している。造成時に切

土が標高 30mまでなされ、その脇に同じ標高まで盛土されて土地がつくられて、その境界部に建てられた建物が

図 3に示すように地震で生じた地盤の不同変位で被害を受けたことが考えられる。 
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(3)半田地区造成地 

図 4 明治 44 年測量の朝日が丘付近の

旧地形図7)と被害家屋の分布1)

青印:ブルーシート家屋

茶線:標高 15mの等高線 

赤線:報告された亀裂5)
柏崎駅の南東 2～3kmの辺りは、丘陵地域を切り開いた住宅造成地が

広がるところである。2004年新潟県中越地震でも、柏崎市内では最も

住宅被害が目立った地域である5)。朝日が丘では道路や堀に亀裂が生じ､

その亀裂は全体で図 4の赤線のようになっている5)。新地形図(図 41)6))

と明治 44年測量の旧地形図(図 51)7))を比較してみると、新地形図には

ない旧地形図の 20mの等高線付近に、地震によって発生した亀裂があ

ることがわかる。おそらくこの等高線レベルで造成時に切り盛りが行

われ、この地盤条件の変化点で地すべりなどが生じて建物被害が出た

ものと考えられる。 

(4)柏崎市街 

赤線:報告された亀裂

茶線:標高 20mの等高線 

青印:ブルーシート家屋

図 5 朝日が丘の現地形図6)と被害

家屋の分布1)

 柏崎市街地の空中写真を見てみると西本町、東本町という通りにブル

ーシートが多くみられる。柏崎市街の表層地質は大きく二つに分かれ､北

側が砂丘堆積物と南側が沖積層である8)。図 6にその地質と地形と被害ブ

ルーシートの位置の関係を示すが､この図 6から､ブルーシートは砂丘と

沖積層の境界部の後者側に分布することが分かる。なお 1995年兵庫県南

部の地震のとき震災の帯は六甲山の花崗岩の岩盤と土砂堆積層の境界部

の後者側､即ち硬軟地盤境界部の軟質地盤側で発生したが9)、図 6のブル

ーシートが同じような地盤条件の境界部で生じており､ここの被害原因も

同様に地盤の不同変位にあることが考えられる。 

 

3.まとめ 

 新潟県中越沖地震における被害後の空中写真をみると、多くの

ブルーシートに覆われた建物を見つけることができた。その中で、

ブルーシートが集中している一帯の地盤は赤田町方の斜面の切土

盛土境界や西山中央台、半田地区の造成地の切土盛土境界、柏崎

市街の地質の変化点、いわゆる地盤条件の不連続点で建物が被害

を受けたことが推定される。つまり､建物の地震被害には地盤条件

の不連続点の影響が大きく、被害を防ぐには地盤条件に変化点が

ない均一な地盤をさがすか､あるいはそのような地盤を造りその上

に建てることで被害を最小限に抑えることができるもの考えられ

る。 

図 6 柏崎の地形図6)と地質境界と被

害家屋の分布1)

砂丘8)

オレンジ線:地質境界 

沖積層8)

青印:ブルーシート家屋 
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